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消防訓練(初期消火)を開催します 自治会保安部・自主防災組織 

 下記の通り下広岡消防団及びエコ防災設備の指導の下に消防訓練を行います 

いざ火災という時に慌てずに消火できるように、日頃から消火器や消火栓の取り扱

い方法を体験しておきましょう 

記 

日時  9 月 2 日(土) 10 時から 少雨決行（大雨の場合は中止） 
   当日は広報車で巡回してお知らせします  

場所  桜ニュータウン中央公園 

内容  
（１）消火器の取扱い説明・消火訓練 

①火皿で灯油を燃やしての強化液消火器による消火訓練を行います 

②消火器の新規注文及び詰替えを当日も受付ます エコ防災設備に申込 

 新規価格は 強化液３L･･\15,000 ABC 粉末 3Kg･･\10,000 

詰替え･･各\5,500 ※詰替えは製造年が 2017 年以降の消火器のみ行います 

 廃棄処分のみの場合は 1,000 円/本、新規購入の場合は購入本数分は無料 

（２）防火水槽の水を使用した放水訓練（消火栓からの放水は、過去の火災 

消火活動の際、近所から水道水が濁ったというクレームが出たため行いません） 

① 基本動作の訓練 下広岡消防団より指導を受けます 

消火栓操作、ホース運搬・接続、放水ノズル操作など 

②防火水槽の水による放水訓練 防火水槽から消防車で吸水します 

 ホースの運搬・展伸・接続、ノズルから放水、放水後のホース巻取り･運搬 

 ※基本動作・放水を体験したい方を募集します （見学は自由） 

ホース取扱い ４名、放水・ノズル操作 １名、消防車への伝令 1 名  

希望者は８月 26 日までに 氏名・連絡先・希望担当を 中央７班 市川まで 

電話、メモ投函などでご連絡ください 動作の俊敏さなどは問いません 

  なお、乾いたホース１本の重量は 8.5 kg です 

 ※放水訓練に伴う水道の濁りにご注意を  

消火栓ほどではありませんが、防火水槽を使った場

合でも多少水道水に濁りが発生する可能性がありま

す。どうかご了解ください 

 

訓練参加者には、飲み物をお配りする予定です                                           

ウラにつづく 

 



防災週間 8/30（水）～9/5（火） 
 毎年８/30 から 9/5 は、国が定めた防災に関する啓発期間です 

地震や火災、台風などの各種災害に備えるため、ぜひこの機会に家具

の耐震対策や消火器などの防火対策など、身の回りの防災点検をお願い

します        -----天災は忘れた頃にやってくる----- 

            

災害用井戸が完成しました 
中央公園南側に災害用井戸を整備しておりましたが、東電の検査も終わりま

したので、使用可能になりました。まだ整備する個所がいくつか残っておりま

すが、とりあえず水は出ますのでご利用ください。ポンプの電源は通常、電線

から取っていますが、自治会所有の発電機でも動くことを確認しております 

なお、飲用はご遠慮ください。特に子供さんのいる家庭では飲まないよう

にご指導ください 水質検査は早いうちに行う事を考えております 

災害時ひなん支援希望調査にご協力ありがとうございました 

この調査資料は、支援希望者の安否確認や救出、日頃の見守りのため、さらには災害時の安否

確認用名簿として使えるよう厳重に管理保管します 

昨年と比べて支援希望者の方は減っています。転出されたりホームに入られたりが多くなった

ものと考えております。この先 10年は、今一番多い人口の７０歳から８０歳の方が８０歳から

９０歳になります。少しでもご近所さんと一緒に安心して過ごせるといいなと思いながら お互

い協力できる関係を作りましょう。サポーターさんも決まりましたが、いざというときにはご近

所の皆様のご協力もよろしくお願い申し上げます 

 世帯数 支援希望 

世帯数 

支援希望者 

（人） 

サポーター- 

（人） 

今年度 ５４７ 52 65 50 

昨年度 ５４４ 75 89 68 

 

火災から命を守る 講習会（6/17）を開きました 

災害には地震・水・風や竜巻がありますが、日々気をつけないといけないものとして住宅火災

があります。住宅火災から命を守るための講習会を開きました。参加者は４１名でした 

法医学がご専門の加藤さん（講師）のお話では、建物火災の 70％が住

宅、その内の 38％が火傷、37%が一酸化炭素中毒による死亡です 

まず火災警報器の設置、消火器を備える（使える）ことが大事で、入江

さんからは電気による火災を起こさない方法などのお話を伺いました 

そしていざ火が出た時に、どのような行動をとるかなどを学びました 

出席できなかった方のために、今後、桜タイムスで 12回にわたって

「火災から命を守るシリーズ」を組みますので、どうぞご覧下さい 

桜ニュータウンの防災員として、あなたを必要としています！  

※防災員としてご協力をお願いします。協力いただける方は、下記宛てにお名前と班名、メールアドレス（あれば）を

ご連絡いただきますようおねがいいたします。お待ちしています。（連絡先）副防災長 並木宏之（南 8 班）または

副防災長 田中良典（北 10 班） 自主防災組織本部 sntbosai-honbu@sakurant.org 

  自分の命は自分で守る  我々の街桜ニュータウンは住民みんなで守る 


